
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ミカエル

アリス

ステーシー

バロック

15

【陥穽】

0

煉獄

11
クスリ

雪

【幸福】

【ORPHANS】

【兄弟】

【アリエル】

クスリを飲まなくちゃ クスリを飲まなくちゃ こわれちゃう こわれちゃう カラダがこわれちゃう ココロがこわれちゃう 早く早く クスリクスリ 早く見つけないととととととととt

白い冷たい欠片が ふわふわと振ってきた日を覚えている 真っ白に何もかも覆い隠してくれる雪のこと この世界で降って来るのは黒い灰だけ あの白い雪が降る日はもうないのだろうか

自分は元々病弱だった事を思い出す。寝台から外を眺める日々。クスリ漬けの毎日。そんな自分に、差し伸べてくれる子がいた。ルシフェルと、一人の女の子。三人でよく教会へ足を運んだこともあった。体が不調で寝込んでいるときは、自分の病気が治るようにと二人が祈ってくれていたことも思い出す。なぜ自分がこの孤児院にいるのかは思い出せないけれど、一緒に住んでいた子たちにも優しくしてもらえて、それなりに幸せだった。幸せだった、けれど。突然それが音をたてて崩れ落ちた。気づいたら、自分は教会にいて。 女の子の泣き叫ぶ声が脳裏に焼きついて離れない。その女の子って、誰だっけ。自分はなぜ、あの教会に。

「お、今日の顔色はよさそうだなぁミカエル。どうだ、今日は俺が教会つれてってやろう。なぁに、俺もあそこの神父に用があんだよ。ついでだついで。甘えられる時に甘えとけ。な？よしよし。それでいい。」貴方達は思い出します。自分達はここの孤児院で生活していたこと。この部屋の主の”先生”に世話になっていたこと。そして、二人は兵士としてかりだされ、自分達の居場所を守るために戦いにでていった事。そして、兵士の健闘むなしく。自分たちも、戦火にまかれてしまった事を。

なんとなく、自分の死期が近い事には気づいていた。少しずつ体は重くなっていくし、体調が悪くなる日も段々多くなっていたし。それでも、周りの子たちは自分の事をきにかけてくれて。体調が悪い日には交代で様子を見てもらっていた。申しわけなさもあったけれど、こうしてみんなと一緒にいられる時間はなにより大切だった。そんな中、ルシフェルの様子が少しおかしい事にきがついた。あんなに怒鳴ったり、口悪くしていたルシフェルが、段々と自分に似てきているのだ。何があったのかわからないけど、自分が倒れた日からなんとなくそれは垣間見られていて。ルシフェルも自分の死期を悟ったのか、と。少し寂しくはなったけれど。それでも、一生懸命自分の事をめんどうみてくれる兄が、好きだった。突然現れて、自分の兄だと紹介されて。本当、なんでこんなことになったんだろうと未だに思ったりするけれど。「ねえ、兄さん。僕ね」「ん？なに？」「兄さんが、兄さんとして僕のところにきてくれたの。凄く嬉しいんだ。」「…どうしたの急に」「ううん。改めて、そう思っただけなんだ。…だからね。」「…うん」「兄さんも、僕にしてほしいことあったら。なんでも言ってね。兄さんが一緒なら、僕。なにもこわくないよ」そうやって笑ってみせる僕は、兄さんの目にはどう見えていたのだろう。少なくとも…一緒に飛び降りてくれるように、見えていたのかな。

悲鳴を聞いた二人は記憶が蘇る。そう、この悲鳴を二人は聞いたことがある。記憶の片隅にあった、教会での記憶。君達はここにお祈りに来た時に、戦火に巻き込まれた。押し寄せる軍勢、強靭な入り口も、いまや打ち破られそうになっている。「兄さんたちだけでも逃げて、ルシフェル兄さんはミカエル兄さんをお願い」そう言ってアリエルは君達を非難するように促した。私は大丈夫、後から必ず追っていくからと。兄二人の背中を押してまだ軍勢が届くまで時間のある教会側へとおしこめた。言われるがまま二人は逃げようと走った、けれど所詮は子供の脚。すぐに追いつかれてしまうと悟った二人はそのまま屋上へかけあがった。降り注ぐは雪、のような灰。周囲は炎に包まれている。戦火はすぐ、そこまできている。死が間近に迫っている。そこで、アリエルの悲鳴を聞いていた。絶叫ともとれる悲鳴。泣き叫ぶ声。それを聞いてかけだそうとするミカエルを、ルシフェルが制止した。ゆるく首をふられて唇を強く噛む。「ねえ、ミカ。僕たちはもう、ここで死んでしまうと思うの」「だからせめて、痛い思いをしないように。ここから飛び降りよう」「もしかしたら、天使と間違えて神様が助けてくれるかもしれない」そういって穏やかに笑ってミカエルの手を握って。屋上の端へ立つ。「今度生まれるときは、本物の双子でいたいね」そう笑い合って、二人は床を蹴った。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1

(過保護)

(親愛)

ポジション

メインクラス

メインクラス

サブクラス

メインクラス

サブクラス

頭

頭

頭

頭

頭

頭

頭

頭

腕

腕

腕

腕

腕

腕

胴

胴

胴

胴

【早くしろ！】お姫様

【ボーっとするな！】庇う

【硬化ガラスの翼】肉の盾

【強制的肉体再生】再生

【神の寵愛】死に続け

【熾天使】時計仕掛け

のうみそ

めだま

あご

【十字架】リミッター

鍵

【ティファレト】アドレナリン？

【神託への叛逆】サイコブラスター

【誓】きもちいいくすり

こぶし

うで

かた

【試験管型発火装置「改」】ショットガン

【赤と青の目】よぶんなめ

【硬化ガラスの羽】やぶれひまく
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自身がダメージを受けた際のみ使用可。対象の他の姉妹1体の次の「アクション」のコストを-1する(最低0)

対象が受けたダメージを、代わりに自身が受ける。１ターンに何度でも使用可。

ダメージに付随する効果全て(切断、連撃、全体攻撃、爆破など)を打ち消す。

防御1、１ターンに何度使っても良い。同じダメージに対して複数回の使用は不可。

損傷している基本パーツを一つ修復する。

改造レベル３パーツ

++++++

最大行動値+2。

最大行動値+1。

肉弾攻撃１。

このパーツがバトルパート中に損傷した時、宣言することで最大行動値に＋２してもよい。バトルパート終了までこの効果は続き、効果中はこのパーツを修復できない。胸にある。烙印のようにも見える。

たからもの。ネックレスにしてある。ゴールド。

最大行動値＋1

コストの代わりにあなたは現在行動値を1減らした上で、任意の未練に狂気点1点を加える。射撃攻撃4。

自身がダメージを受けた際使用可。任意の未練から、狂気点を1減少させてよい。

++++++

肉弾攻撃１。

支援１。

移動１。

射撃攻撃＋爆発、攻撃判定の出目+1。

支援2。左右の手の甲に移植された、ぎょろぎょろと気持ち悪い目。普段は皮手袋で隠している。

防御2。変異ドールらしく大きくして盾にすることができる。距離がある場合複数枚を分割して飛ばす。

++++++

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1。
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